
開館時期：3月1日から11月30日
開館時間：10時から15時（土日・祝日は16時迄）

乗車体験は10時から15時まで
入 館 料：高校生以上200円、乗車体験料100円/回
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～第３７号～

【コンテンツ】
○展示車両紹介
○紹介コーナー

便
り

車両紹介（名探偵コナン列車）

先
月
（
４
月
）
、
新
た
に
配
置
し
た
展
示
品
を
紹
介
し
ま
す
。

本
品
は
、
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
蒸
気
機
関
車

「
Ｃ
５
７
形
１
号
機
」
の
模
型
で
す
。
「
貴
婦
人
」
と
呼
ば
れ
日
本

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機
関
車
の
ひ
と
つ
で
、
現
在
は
京
都
鉄
道

博
物
館
に
お
い
て
修
繕
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
品
は
、
昭
和
４
７
年
５
月
に
新
潟
県
黒
川
村
（
現
胎
内

市
）
で
開
催
さ
れ
た
第
２
３
回
全
国
植
樹
祭
の
際
の
昭
和
天
皇
皇
后

両
陛
下
行
幸
啓
の
御
召
し
列
車
の
起
動
車
と
し
て
使
用
さ
れ
た
記
念

に
制
作
さ
れ
も
の
で
す
。
「
御
召
し
列
車
」
と
し
て
Ｃ
５
７
形
１
号

機
が
使
用
さ
れ
た
最
後
の
雄
姿
で
あ
り
、
Ｓ
Ｌ
の
歴
史
を
語
る
上
で

貴
重
な
展
示
品
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
観
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
展
示
品
の
御
提
供
者
：
智
頭
町
在
住
・
橋
谷
田

岩
男

氏
）

展
示
車
両
が
増
え
ま
し
た
。

御
召
し
列
車

蒸
気
機
関
車

Ｃ
57
形
１
号
機
。その他の展示品風景

求
む
機
関
士
志
願
者

～

機
関
士
養
成
講
座

受
講
者
募
集
中

～

石炭カスのサンプル

青
山
剛
昌
氏
の
ふ
る
さ
と

「
北
栄
町
」
を
通
る
名
探
偵

コ
ナ
ン
列
車
。
Ｊ
Ｒ
山
陰
本

線
米
子
～
鳥
取
間
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
国
内
外
に
人
気

の
高
い
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
多
く
の
観

光
客
に
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
。
大
阪
・
関
西
万
博
に
併

せ
て
コ
ナ
ン
に
会
い
に
山
陰

ま
で
足
を
の
ば
し
て
み
て
は
。

（
ま
ん
が
王
国
と
っ
と
り
Ｈ
Ｐ

で
運
行
日
の
御
確
認
を
お
忘
れ

な
く
）
。

Ｃ57形１号機・模型

機
関
士
養
成
講
座
の
受
講
生
を
今
年
度
も
募
集
中
、
中
学

生
以
上
の
一
般
の
方
が
対
象
で
１
名
か
ら
受
講
可
、
水
曜
日

（
閉
館
日
）
を
除
く
平
日
・
土
曜
日
に
開
講
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
昼
食
や
資
料
代

等
と
し
て
１
，
０
０
０
円
を

ご
負
担
い
た
だ
き
、
受
講
完

了
者
に
は
当
博
物
館
で
の
機

関
士
資
格
を
授
与
し
ま
す
。

当
博
物
館
の
機
関
士
に
登

録
し
て
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
運
転

す
る
楽
し
み
に
加
え
て
、
多

く
の
子
供
た
ち
に
満
面
の
笑

顔
を
と
ど
け
ま
せ
ん
か
。
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